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■暮らし関連３ 
 

 
 
 
     
「小さな頃からこ
こで育って、育て
て も らった から
ね。」 

 
中 小 企 業 等 グ
ループ施設等復
旧整備補助事業
の採択事業を決
定（１１月２０日） 

■暮らし関連２ 
 

 
 
 
  
 
「笑顔を見ると元
気が出る！元気
が出ると勇気が
湧く！」 

迷わず、元気に 
 帰ってきたよ 
～楢葉町木戸川の水流に 

  この地で生まれて 

   大海原へ旅立った鮭が 

    例年と同じ規模で 

      戻ってきました～    

 農林水産省、経済産業省、厚生労働省は、福
島県沖の試験操業再開に合わせ、１１月２５日
～２９日に、各省の食堂で、相馬双葉漁協産ヤ
ナギダコや広野町産新米等を使った特別メニュー
を「食べて応援」する三省共同のキャンペーン
を開催しました。タコのトマト煮、タコチャー
ハン、タコ飯等のメニューは「柔らかくて味が
ある」などと、大変好評。今後も福島県産品の販売
促進や被災地復興に向けた取組を進めてまいります。 

！！！ 

詳しくは、各省のホームページをご覧ください。 

 農林水産省 http://www.jfa.maff.go.jp/j/press/kakou/131120.html 
 経済産業省 http://www.meti.go.jp/press/2013/11/20131120004/20131120004.html 
 厚生労働省 http://www.mhlw.go.jp/photo/2013/11/ph1125-01.html 

（楢葉町役場提供） 

暮らし関連情報 

福島の新鮮なタコを食べよう !!! 
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 原子力被災者生活支援チーム及び原子力災害現地対策本部は、これまでの特例宿泊結果を
踏まえ、引き続き短期間であれば所要の措置を講じた上での宿泊は可能と判断し、避難指示解除準
備区域及び居住制限区域において、本年度の年末年始期にも特例宿泊を実施することとしました。 

年末年始の特例宿泊について 

詳しくは、経済産業省
のホームージをご覧く
ださい。 

http://www.meti.go.jp
/earthquake/nuclear/2
0131129_01.html 

（１１月２９日） 

対象地域（予定） 宿泊可能な期間 

飯館村、川内村、葛尾村、川俣町、
南相馬市(原町区、小高区) 

平成２５年１２月２４日(火) 
 ～平成２６年１月７日(火) (１４泊１５日間) 

楢 葉 町 
平成２５年１２月２８日(土) 
 ～平成２６年１月５日(日) ( ８泊 ９日間) 

http://www.jfa.maff.go.jp/j/press/kakou/131120.html
http://www.meti.go.jp/press/2013/11/20131120004/20131120004.html
http://www.mhlw.go.jp/photo/2013/11/ph1125-01.html
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/20131129_01.html
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/20131129_01.html
http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/20131129_01.html


◆◇みやこ旅館（田村市）◇◆ 暮らし関連情報 

「笑顔を見ると元気が出る！ 
   元気が出ると勇気が湧く！」 

２ ふれあいニュースレター第３４号  

  

 
 ここの囲炉裏端で、家族連れの子どもたちが焼き物をして喜んだり、お客さん同士がい
つのまにか打ち解けて談笑したり、そん 
な光景がまた見られるといいよね、と思 
い旅館を続けていきます。震災後は昔を 
振り返るばかりでしたが、明かりも見え 
てきたので、これからです。 

 商工会の理事として、都路でのイベントや商業施設の
立ち上げも取り組んでいます。最初は、復興と言われて
も、右から左に流れていましたが、自分から動くと、い
つの間にか夢中になって、少しずつ復興が言葉だけでは
なく身体で感じられるようになってきました。 
 

      みやこ旅館   吉田 幸弘さん（右）と 
              奥様 久子さん 

◆◇◆ 復興に向けた事業者からのメッセージ ◆◇◆  

「初めのお客は、夜間の見回り
に来た自衛隊や警察の人たち。
人恋しいものだから「ちょっと
座っていって」と来てもらって、
知り合いになりました。一時帰
宅が始まると、古い友人が前泊
のために宿泊させてとの依頼が
きて、少し元気が出てきました。
お店の前を通過する一時立入の
バスから手を振ってくれるので、
皆さんも元気になってほしくて
いろいろなメッセージを書いた
手製の大垂れ幕を店の前に掲示
しました。「笑顔を見ると元気
が出る、元気が出ると勇気が湧
く」なんて、今思うと我ながら
よい文だなと思います。」  
「震災前は、夏祭りの後、男達
はここに残って遅くまで飲んだ
りしたのですが、一昨年、昨年
と、船引の避難先に帰らないと
いけないので、みんな飲まずに
「お世話になりました」と帰っ
てしまい、見送りが辛く感じま
した。今年は除染も終わったた
めか、明日帰るから、と遅くま
でいてくれたり、「板さん、俺
帰ってきたんだよ」と報告に来て
くれたりと、少しずつお客さん
が戻ってきてくれて、嬉しかっ
たですね。」 

みやこ旅館（食彩みやこ） 
 福島県田村市都路町古道字寺前１８－２ 
 食事処営業時間：１７：００～２１:３０  
 連絡先：０２４７－７５－２０１８ 

「以前は何でみんな戻って来ないんだと怒ってい
ましたが、徐々に、帰ってきてくれるといいなと
いう気持ちに変わりました。来春に学校が再開す
るのが楽しみです。もう少し待てば帰ってくると
いう将来の姿が見えてきました。先に帰ってきて
いる私たちが、帰ってくる皆さんに何ができるの
かと考えて、子どもの遊び場を作ってくれ、コン
ビニを誘致してくれ、大きな集会所を作ってくれ
と行政局にお願いしています。お金が足りないと
いうので、復興予算とかあるだろうと食ってか
かったら、また怒ってばかりだなんて言われてし
まいました。」吉田さんは楽しそうに語られました。 

「都路パワーでがんばっぺ！ということで、同窓の事業者と「開けるぞ！開けるぞ！」と言いながら、屋内待
避が解除されるとすぐに戻って、営業再開しました。」そうおっしゃるのは、田村市都路町の老舗の「みやこ
旅館」の３代目経営者 兼 食事処「食彩みやこ」板長の吉田幸弘さん。「自分の生まれ育った愛着のあるとこ
ろではありますが、当初困ったのは、人がいなかったこと。扉を開けると犬や猫が集まってきたり、牛が目の前
を通ってビックリしたものです。」 

「昔自分たちがやった魚捕
りを子どもたちにもやらせ
たくて、震災前に有志で高
瀬川にカジカを放流してい
ました。先日、久々にこの
仲間との集まりをやったら
「ちょっと力を抜いた方が
良いんじゃないの」と言わ
れてしまいました。そこで、
肩の力を抜いて、出荷制限
はかかっているけれどスト
レス発散で釣りをしたりし
てみました。すると気持ち
が緩やかになり、アイデア
も出てくるようになりまし
た。どうせここでやってい
くと決めたのですから、
でーんと怒り肩で気張るよ
りはね。」 

皆さんがくつろげる自慢の囲炉裏です 広くて綺麗なお食事処です 

名言の数々と共にお待ちしています！ 



◆◇有限会社遠藤燃料（田村市）◇◆ 
暮らし関連情報 

「小さな頃からここで育って、 
    育ててもらったからね。」 

  

 
 いろいろ言うとまたあいつ生意気なこと言ってと怒られてしまうのであまり申し
ませんが、小さな頃から育って、育ててもらってきたここ都路町で、この年になっ
て他のこともできませんし、 
店を続けていきたいと思いま 
す。私たち夫婦と愛犬でお待 
ちしています。 

 
 

 船引やいわきなど避難先で当店よりも安いお
店がたくさんある中、遠方から給油にきてくれ
る昔からのお客さんもいて、本当にありがたい
です。商売とは、ものを売るだけではなく、お
客さんとの人と人とのつながりだと感じます 
     遠藤燃料 代表 遠藤 良司さんと 
             奥様 和子さん 

◆◇◆ 復興に向けた事業者からのメッセージ ◆◇◆  

「除染が始まると大部忙し
くなりましたが、この夏で
除染作業も一段落したとこ
ろです。震災で設備はほと
んど壊れませんでしたが、
法令上の義務で、数年後に
大規模な改修が必要になり
ます。使ってくれている皆
様には悪いのですが、今後
のことを私たち夫婦で判断
する時期になってきたのか
なとも思ったりもします。 
 補助金制度もありますが、
基準が厳しく使いにくいし、
説明も専門用語が多く、わ
かりにくい。地元の小さい
商工会でもわかりやすく説
明してくれる体制や、制度
を活用した成功事例を情報
共有できると改善できるの
ではと思います。」 

「震災直後は、浜通りから避難
してきたお客さんに、緊急用に
残してあった燃料と炊き出した
おにぎりを提供していました。
その後私たちも避難したのです
が、お客さんからの要望もあっ
たので、３月２０日には、避難
先から通う形で営業を再開しま
した。一時期は、自分でタンク
ローリーを運転して、朝８時か
らの営業開始に間に合うように、
朝一番で燃料を入れてもらい、
毎日郡山から運んでいたことも
ありました。 
 ５月に避難先から戻り、自宅
で生活を始めましたが、人気が
なく夜は真っ暗で、その空気の
怖さと言ったら･･･。朝一番のお
客さんは、餌を目当てに集まっ
てくる犬たちでしたね。」 
「一夏過ぎて、精神状態も落ち
着いてくると、経営が厳しいと
いう現実に直面します。住民の
方も企業も避難している状況な
ので、軽油・灯油やプロパンの
配送が少なくなってしまいまし
た。とはいえ、若い人たちを無
理矢理町に戻すべきではないと
思います。自分たちもこの商売
をしていなければ戻って来な
かったかもしれませんから。」 

有限会社遠藤燃料 ９:００～１９:００（年中無休） 
 福島県田村市都路町古道字寺ノ前２６  
 連絡先：０２４７－７５－２０４０ 

「勤め先があれば、人はそこに定住すると思います。
除染が終わって、春になって暖かくなれば、少しは
戻ってくるのかなとも思います。来春には町の小中学
校が再開しますし、今年田んぼの代掻きしている人は
来年稲作やろうという方達ですしね。蓋を開けてみな
ければわからないけれど、子どもの声や農作業の音な
ど、生活の音が聞こえてくるようになれば、町の雰囲
気も変わってくると期待しています。」と、遠藤夫妻
は、来春に向けての希望を述べられました。 

「大変なことなんですね、仕事がないってことは。」そうおっしゃるのは、田村市都路町の中心でガソリンスタ
ンド「有限会社遠藤燃料」を３０年以上に亘り３６５日毎日営業されている、遠藤良司・和子御夫妻。「生き甲
斐というよりも、単に貧乏性なだけかもしれませんが、これまで１年中、休みなく働いていたのに、避難生活で
１週間も休んだら、本当にまいってしまいました。今回の震災では、常にお客さんと接して、自分たちのペース
で動くことのできる有り難さをつくづく感じました。」と、働く日々に感謝しつつ、当時の苦労を振り返られました。 

町の目抜き通りのガソリンスタンドです 

観葉植物の多い明るい店内です 

人なつっこい 
愛犬セナ君 

「撫でて撫でて♪」 

ふれあいニュースレター第３４号 ３ 

お客さんの憩いの場所の事務所です 



４ ふれあいニュースレター第３４号  

中小企業等グループ施設等復旧整備
補助事業の採択事業を決定 

発行 政府原子力被災者生活支援チーム 

 中小企業庁と岩手県、宮城県、福島県は、
中小企業等グループ施設等復旧整備補助事業
について、同３県において２７グループの採
択を行うことを決定しました。 
 今回は国の第９次公募（平成２５年９月２
日～２７日）に応募された案件及び警戒区域
等見直し地域向け公募（平成２５年９月２日
～２７日）に応募された案件についての決定です。 

「ふれあいニュースレター」バックナンバーのご案内 
 過去の「ふれあいニュースレターにつきましては、以下のアドレスよりご覧いただくことが可能です。ぜひご覧ください。  

 http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html 

（１１月２０日） 

 (2)福島県において原子力発電所事故に伴って設定された警 
   戒区域等が見直された地域を対象にした公募（平成２５ 
   年９月２日～２７日）を以下の５つの類型を要件として 
   実施しました。 
  ① 経済取引の広がりから、地域の基幹産業・クラスター 
  ② 雇用・経済の規模の大きさから重要な企業群 
  ③ 我が国経済のサプライチェーン上、重要な企業群 
  ④ 地域コミュニティに不可欠な商店街 等 
  ⑤ 住民帰還に当たり生活環境の整備や雇用機会の提供に 
       不可欠な企業群 等  
 応募された案件について、岩手県、宮城県、福島県の計画認
定審査会において復興事業計画の認定を行い、国の補助事業審
査委員会の審査を経て、２７グループの補助金の交付を決定し
ました。 

■ 事業概要 
 中小企業等グループ施設等復旧整備補助事
業とは、東日本大震災からの復興のリード役
となり得る「地域経済の中核」を形成する中
小企業等グループが復興事業計画を作成し、
県の認定を受けた場合に、施設・設備の復
旧・整備について補助を行う制度です。これ
まで、国の第１次～第８次公募において、北
海道、青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨
城県、栃木県、千葉県で５３５グループに、
４，１４４億円（うち国費２，７６２億円）
を交付決定しています。  
 ※補助率：中小企業･･･３／４ 
               （国１／２, 県１／４） 

■ 採択決定 
 (1)岩手県、宮城県、福島県において国の第９次公募(平成 
     ２５年９月２日～２７日）を以下の４つの類型を要件と 
   して実施しました。 
  ① 経済取引の広がりから、地域の基幹産業・クラスター 
  ② 雇用・経済の規模の大きさから重要な企業群 
  ③ 我が国経済のサプライチェーン上、重要な企業群 
  ④ 地域コミュニティに不可欠な商店街 等 

■ 今後のスケジュール 
 ・国の第１０次公募 平成２５年１２月２日(月)～２６日(木) 
 ・福島県の警戒区域等見直し地域向け公募 
              平成２５年１２月２日(月)～２６日(木) 
  (いずれも交付決定は平成２６年３月上旬を予定) 

詳しくは、経済産業省のホームページを
ご覧ください。 
      

http://www.meti.go.jp/press/2013
/11/20131120003/20131120003.html 

【福島県・被災１２市町村における認定・支援グループについて （国の第９次公募）】 

グループ名 グループ代表者名・構成員数 代表者所在地 業種 

相双地区電気工事協同組合復興グループ 相双地区電気工事協同組合    等２２者 南相馬市 電気工事業 

双葉郡南部帰還環境整備グループ （有）マルシン建設    等２５者 大  熊  町 建築業  他 

田村市製造業連携グループ 藤倉航装（株）    等１８者 田  村  市 金属加工業  他 

グループ名 グループ代表者名・構成員数 代表者所在地 業種 

おだか生活環境整備「絆」グループ ＪＡそうま小高総合支店   等１９者 南相馬市 農業協同組合、小売業  他 

南相馬市管工事インフラ復興グループ （株）セントラル住設   等１３者 南相馬市 建設業、内装業  他 

おだか浮舟復興グループ （株）ハヤシ   等４２者 南相馬市 自動車販売整備業  他 

先駆け！浪江町復活仕事人グループ 朝田木材産業（株）   等１２者 浪  江  町 木材加工販売業、建設業、設備業  他 

広野町生活環境整備等支援グループ （株）大和田測量設計   等４４者 広  野  町 建設業  他 

川内村帰還者地縁再生グループ （株）あぶくま川内   等３９者 川  内  村 建築業、建設業、電気工事業  他 

楢葉町住民生活再建支援グループ （株）ヘルシージャパン   等４０者 楢  葉  町 寝具クリーニング・貸出業  他 

いいたてむら復興加速グループ あぶくま信用金庫   等１９者 飯  舘  村 金融業、内装業  他 

川俣町山木屋地区コミュニティ再生グループ 新ふくしま農業協同組合   等３者 川  俣  町 農業協同組合 製造業  他 

楢葉町製造販売企業グループ ＮＥＬクリスタル（株）   等９者 楢  葉  町 製造業  他 

【福島県の認定・支援グループについて （警戒区域見直し地域向け公募）】 

http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html
http://www.meti.go.jp/information/publicoffer/saitaku/s130919001.html
http://www.meti.go.jp/press/2013/11/20131120003/20131120003.html
http://www.meti.go.jp/press/2013/11/20131120003/20131120003.html

	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5

